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今週の概要 

• 小児科外来情報 
 

❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖ 
    

順
位 

疾患名 
奈良県 

北部 中部 南部 
定点当たり （前週） 増減 

1 感染性胃腸炎 9.59  (10.41)      
2 Ａ群溶連菌咽頭炎 2.50  (2.71)      
3 咽頭結膜熱 0.76  (0.79)      
4 ヘルパンギーナ 0.50  (0.35)      
5 突発性発しん 0.35  (0.47)      

 
発生状況： 大流行   流行   やや流行   少し流行   散発  （疾患毎に、基準値を定めています。） 

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少 
 

❖県内概況❖ 
感染性胃腸炎が引き続き、流行しています。県内ではノロウイルスやＡ群ロタウイルスによる感染性胃腸炎

の集団発生が例年よりも多くみられます。 

Ａ群溶連菌咽頭炎(Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎)は、他の地域に比べて中和保健所管内西部地域で報

告数が多い状況です。春から初夏にかけての時期に報告数のピークがあります。 

夏風邪のひとつであるヘルパンギーナが、中和保健所管内東部地域と吉野保健所管内で報告数が多くな

っています。口腔内の痛みから、食事や水分補給が十分にできず、脱水症状になることもあるため、注意が必

要です。 

基本的な感染症予防対策(手洗い・うがい・タオルの共用を避ける等)を行い、感染拡大を防止しましょう。 
 
 
 

✤小児科外来情報✤ 

北部地区（矢追医院） 

外来患者数は感染症がほとんど無いので少ない。腹痛、嘔吐、発熱、下痢が順番に出現するウイルス性

の感染性胃腸炎が保育園と幼稚園児であり、成人にも拡がっています。アデノウイルスが便で陽性の子もい

ます。溶連菌咽頭炎も多くありません。 

 

中部地区（岡本内科こどもクリニック） 

外来数は多くない。 

一日程度の発熱の軽症の感冒例が多い。咳嗽例は少なくなった。 

感染性胃腸炎が流行中。嘔吐が主のノロ様であるが検査実施例は少なく確定診断例はなかった。 

発熱・下痢の感染性胃腸炎様症状で受診の３歳児で腸重積を診断、紹介入院例があった。 

２週間前に前腕のレース状発疹で母親にも発疹を認め伝染性紅斑と診断した５歳児で、再び典型的レー 

ス状発疹で伝染性紅斑と診断せざるを得ない例があった。 

その他流行性耳下腺炎がわずか。 

 

南部地区（南奈良総合医療センター小児科） 

ヒトメタニューモウイルス感染症はやや減少してきた。アデノウイルス感染症は増多、プール熱のみならず

結膜症状のみ、下痢のみの例も多い。 

またヘルパンギーナも増加してきている。水痘、伝染性紅斑も散見される。 
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❖定点把握感染症報告状況❖ 平成 30 年 第 22 週 5 月 28 日 ～ 3 日

保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野
インフルエンザ定点数 55 14 14 11 10 2 4

小児科定点数 34 9 9 7 6 1 2
1 1

(0.03) (0.14)

26 3 9 7 5 2
(0.76) (0.33) (1.00) (1.00) (0.83) (1.00)

85 16 22 8 32 1 6
(2.50) (1.78) (2.44) (1.14) (5.33) (1.00) (3.00)

326 59 92 85 81 6 3
(9.59) (6.56) (10.22) (12.14) (13.50) (6.00) (1.50)

10 6 2 2
(0.29) (0.67) (0.33) (1.00)

7 3 4
(0.21) (0.33) (0.67)

9 1 6 1 1
(0.26) (0.11) (0.86) (0.17) (0.50)

12 2 2 2 5 1
(0.35) (0.22) (0.22) (0.29) (0.83) (0.50)

17 13 1 3
(0.50) (1.86) (0.17) (1.50)

1 1
(0.03) (0.11)

眼科定点数 10 3 3 2 2 0 0

5 1 3 1
(0.50) (0.33) (1.50) (0.50)

基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1

※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。
旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

1 1 　上段　：報告数
(0.17) (0.50) （下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 7840
女 7806

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 134
女 1 1 112
男 1 13 2 2 1 19 140
女 2 2 1 2 7 124
男 6 5 9 3 4 5 2 5 2 2 43 732
女 2 3 2 5 4 9 5 4 3 1 3 1 42 666
男 5 23 11 15 15 17 12 9 12 3 22 1 15 160 2288
女 7 17 18 19 25 15 5 4 5 6 12 2 31 166 2012
男 1 1 1 1 1 1 6 93
女 1 1 1 1 4 113
男 1 1 1 1 4 45
女 2 1 3 43
男 1 3 2 6 48
女 2 1 3 53
男 5 5 163
女 1 4 1 1 7 126
男 3 2 2 1 2 10 34
女 2 3 1 1 7 23
男 20
女 1 1 19

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男
女 1
男 1 2 3 33
女 1 1 2 40

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男 4
女 6
男 3
女 1
男 9
女 9
男
女
男 1 1 31
女 22

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

細菌性髄膜炎

インフルエンザ
１類感染症

アメーバ赤痢1件(中和1)
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症1件(奈良市1)
梅毒1件(中和1)
百日咳4件(奈良市1、7歳、中和3、6歳、8歳、11歳)

５類感染症

感染性胃腸炎

RSウイルス感染症

咽頭結膜熱

奈良県
北部 中部 南部

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳

◆ダニ媒介脳炎について

✤第22週のトピックス✤

２類感染症 結核6件(奈良市3、郡山1、中和2)

３類感染症

A群溶連菌咽頭炎

４類感染症

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

流行性角結膜炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

RSウイルス感染症

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000133077.html

流行性角結膜炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

手足口病

伝染性紅斑
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❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 H30 H29 H28 過去10年平均
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